
日本学生支援機構 貸与型奨学金

生計維持者の考え方と
「収入に関する証明書類」の確認方法



【要注意】
本冊子とスカラネット入力準備用
紙は、春の定期募集と兼用で使用
されています。

二次募集に出願する皆さんは、
「2018年→2019年」に
「2019年→2020年」に
それぞれ読み替えて判断するよう
にしてください。



書類名 備考

収入に関する証明書類 （父母両方） 該当者のみ

 「奨学金を希望する皆さんへ」P.31～38を熟読

 生計維持者（原則父母）の収入状況に該当するものがあれば
それに応じた証明書類を全て提出

収入状況は、一律でマイナンバーから情報を取得されますが、
一部、マイナンバーでは取得できないものがあります。
ここで提出いただくのは、そのような収入に関する書類です。

例）・2020年1月2日以降に就職・転職・退職・開業・廃業した
・生活保護を受けている
・年金を受給している
・傷病、失業、児童手当などを受給している
・知人等からの援助金を受けている

【注意】マイナンバーはどのような収入状況でも
必ず提出してください!例外はありません。



Q.  生計維持者って誰?

原則、父母です。
収入の有無にかかわらず生計維持者となります。

学生自身のアルバイト代などのみで生計を立てて
いても、生計維持者は父母です。

離婚や死別により親権者が１名のみ場合は、原則
としてその方のみが生計維持者となります。



２０１９年１月１日以前
から同じ勤務先

２０１９年１月１日以前
から無職無収入

マイナンバーからの
情報取得のみで審査可能

続いて、３２ページ目
「マイナンバーから情報取得で
きない収入」を確認

←「奨学金を希望する皆さんへ」
３１ページ



生計維持者２名それぞれ
当てはまる収入状況すべて
にチェック☑（二重計上し
ないよう注意）

必要な証明書類を確認
して準備

年額を確認・計算
※確認、計算方法は同資料
３１ページ以降を参照

年額は「スカラネット入力
下書き用紙」にも記入
証明書類は大学へ提出

【要注意!!】
マイナンバーはどのような
収入状況でも必ず全員提出



・必要な書類
・注意事項（注釈含む）
・発行元
・コピーの提出可否

を確認しよう

「給与明細」を提出する場合は、
賞与の有無も確認（それによっ
て年額の計算方法が異なる）し、
給与明細の余白に賞与有無をメ
モすること

・賞与あり＝平均月収×１５
・賞与なし＝平均月収×１２

←「奨学金を希望する皆さんへ」
３３ページ



・必要な書類
・注意事項（注釈含む）
・発行元
・コピーの提出可否

を確認しよう

下部の注釈にも注目しよう

←「奨学金を希望する皆さんへ」
３４ページ



※場合によっては、「貸与奨学金案内（奨学金を希望する皆
さんへ）」に記載のない書類のご提出を求めることがありま
す。あらかじめご了承ください。

※大学で書式を用意してる書類もあります。
下記のような場合に活用ください。
詳細は、配布資料「大学所定書式」参照。

・勤務先で書式を用意できない
・発行元が「学校」や、「援助者」「該当の生計維持者」
となっている

おわりに


